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概 要 

 

山間奥地の集落では、人口減少社会下での担い手不足による低・未利用地や耕作放棄地の増加など土地利用

管理上の課題が生じており、解決が急がれる。一方で、いまなお住民がその土地に愛着を持ち、土地や建物を

維持し、衰退することなく住み続けている集落も存在する。弓ケ浜セミナーでは、こうした地勢的地理的およ

び文化的に類似する集落でも、集落機能の維持が困難な集落と、集落機能が維持されている集落を取りあげて、

両者を比較しながら紹介した。本稿では、セミナーの内容の一部をまとめる。 

 

１.  わが国における集落部の現状と持続可能な土地利

用管理体制の必要性 

日本の総人口は 2008年を境に減少傾向に転じた。特に

集落部の人口は、1970年代すでに減少傾向にあり、今後

も変わらず推移することが予想されている 1)。さらに、

集落機能の維持が困難となっている集落の約 75％は山

間地に位置する 2)。そうした集落では、人口減少社会下

での担い手不足による低・未利用地や耕作放棄地の増加

など土地利用管理上の課題が生じており、解決が急がれ

る。集落の持続性について都市・農村計画学から考える

とき、『集落の基盤となる土地や建物を「開発」、「利用」、

「維持」など状況に応じて管理すること（以下、土地利

用管理）』が重要な課題のひとつとなる。 

一方で、日本の集落部では、古来より自然環境に根ざ

し自立した暮らしが営まれ、近代化や様々な時代の施策

によって集落の様相を変容させながらも今に至るまで存

続している集落が多く存在することも事実である。集落

の持続可能性を考える際に、そういったこれまで連綿と

維持されてきた集落の背景にある仕組みから、多くのヒ

ントを得ることができると考える。集落を対象とした既

往研究では、地域コミュニティによる地域資源の管理実

態を解明した研究が多くあるが 3) 4)、人口・世帯減少に

起因する低・未利用地化などの土地利用管理の問題に言

及した研究は少ない。 

 そのため本稿では、一般的な集落より土地利用管理上

の問題を多く抱えているであろう、地理的・地勢的に不

利な山間奥地の集落のひとつとして、山岳信仰集落を取

りあげる。山岳信仰集落がどういった条件下でどのよう

な変遷を辿り今に至るまで維持されていて、現在どのよ

うな土地利用管理がされているのかについて述べる。 

 

２. 山岳信仰集落について 

 山岳信仰集落とは、日本独自の伝統的な集落のひとつ

であり、霊山との関わりから形成された山間奥地に位置

する門前町である 5）。そのうち、山岳信仰集落としての

構造・機能が衰退し、人・土地・むらの空洞化が生じて

いる大山寺集落（鳥取）と、山岳信仰集落としての構造・

機能が比較的維持され、人・土地・むらの空洞化が生じ

ていない御岳山山上（東京）、戸隠中社（長野）を取りあ

げる（図1）。以下では、各集落における土地利用管理の

実態とその理由について述べる。 

 

 
図 1.山岳信仰集落の人口・世帯増減率(H12-22) 



３. 大山寺集落における土地利用管理の実態について 

 鳥取県西伯郡大山町大山寺集落は、山岳信仰集落の機

能と構造が衰退し、かつ土地の低・未利用化が顕著であ

る（図2）。集落の実態を1)集落の形成過程、2)土地利用

と土地所有変化、3)住民意識、4)地域組織間ネットワー

クの様相、5)土地・建物の管理実態の５つの視点から実

証的に検討すると、集落の「土地」とそれを管理する「人」

の現状は、以下の点にまとめられる。 

 まず、（1）明治初期の廃仏毀釈をきっかけに山岳信仰

機能の衰退から観光機能へ転換する動きの中で、社寺中

心の土地所有構造から個人や法人、公共団体を含めた複

雑な土地所有構造へ変容したこと、（2）集落居住者以外

の土地所有者の増加は、不在地主が増加する現在におい

て土地利用に対する意識の差を生むこと、（3）土地所有

構造や土地利用に対する意識の変容により土地利用構造

は主に宅地化を伴って変容したこと、が明らかとなった。 

 次に、持続的な土地利用管理を念頭に置いた際の集落

が抱える課題として、多様で複雑な土地所有形態にもか

かわらず土地所有者間の意識共有や、土地利用の整合を

とるような仕組みが存在しないこと、その結果集落全体

の景観に悪影響を及ぼす場合があること、を指摘した。 

 

 

図 2. 土地の低・未利用化の状況（大山寺集落） 

 

４. 御岳山山上集落における土地利用管理の実態 

 東京都青梅市御岳山山上集落は、山岳信仰集落の機能

が衰退しているが、集落構造が比較的維持され、人・土

地・むらの空洞化が生じていない。その要因を探るため

に、大山寺集落と同様に５項目の分析により集落の変容

過程と現状を検討すると、御岳山山上集落の特徴は以下

の点にまとめられる。 

 まず、集落内では、極端な土地利用・土地所有の変化

がほとんど生じなかったこと、集落内部で強固かつ紐帯

（つながり）の強い多層的な組織間ネットワークが形成

されていた。そのため、集落外部の人が土地を所有・管

理することはほとんどなく、集落内のほとんどの土地を

住民が所有・管理している。 

 次に、集落住民が山岳信仰集落特有の社寺有地や共有

地を活かして、観光地化に伴う集落内外からの開発圧力

を、調整しながら山岳信仰機能と共存させるという、集

落単位での住民による「共同」の土地利用管理を実現し

ていた。 

 

５. 戸隠中社集落における土地利用管理の実態 

 長野県長野市戸隠中社集落は、山岳信仰集落の機能と

構造が比較的維持され、人・土地・むらの空洞化が生じ

ていない。その理由には、住民が戸隠信仰への誇りを共

有しつつ、戸隠信仰をベースとした経済基盤が確立し、

若い世代に継承されていることが挙げられている 6)。こ

のような住民の思いの他にも、人・土地・むらの空洞化

がみられない背景には、山岳信仰集落独自の仕組みを有

していることが予測できる。集落の特徴は、以下にまと

められる。（1）土地所有形態は、私有地の他に、共同性

の高い神社有地、地域自治組織（中社組）有地、記名共

有地が存在する。（2）集落では、不適切な開発圧力の抑

制や居住環境向上を目的に、集落住民で構成される複数

の組織（上記（1）で挙げた組織）によって、「低・未利

用地の共有化」および「共同管理」が展開されている（図

3）。そして（3）その共同管理の担い手はいずれも、集

落内で密なネットワークの中で、強い紐帯（つながり）

をもつ組織として位置づけられる。 

 また、戸隠中社集落の土地利用管理手法の特徴は、以

下の３点にまとめられる。（1）強い紐帯をもつ組織が土

地所有者かつ管理の担い手となることで、土地所有者間

の意識共有も容易になり、集落単位で整合のとれた土地

利用管理が可能となっている。（2）集落内の主な組織で

ある神社関係者が土地の利用管理に主体的に関わること

で、地域の歴史・文化と乖離しない土地利用管理が可能

となっている。（3）共同管理の担い手が複数存在するこ

とで、資金面や管理面等の状況に応じて、整備目的に合

わせた管理方法や担い手を選択できている。 

 このように、戸隠中社集落では、集落の環境向上や不

適切な開発の防止を目的に、集落住民を中心とする複数

の既存組織（神社や地域自治組織）によって、社寺有地

や自治組織所有の共有地を活かした、「共同管理」が展開

されていたことがわかる。こうした体制が、集落の山岳

信仰機能と観光機能を共存させ、集落を前近代から現在

に至るまで人・土地・むらの空洞化を生じることなく維

持してきた背景にあると考えられる（図4）。これは、御



岳山山上集落でもいえる。さらに、戸隠中社集落では、

既存の共有地を共同管理することにとどまらず、低・未

利用地が発生した際に、新たにその土地を共有化し、共

同管理の範囲を広げていることは、特筆に値する。 

 

図 3.低・未利用地の共同管理の例（戸隠中社集落） 
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図 4.管理対象の「土地」と管理主体の「人」の特徴 

         （御岳山山上・戸隠中社集落） 

 

６.  まとめ 

 日本の集落部では、持続可能な集落の構築に向けて、

適正な土地利用管理手法の検討が急がれる。本稿では一

般的な集落より土地利用管理上の問題を多く抱えている

であろう、地理的・地勢的に不利な山間奥地に位置し、

前近代から存続する山間奥地の集落のひとつとして、山

岳信仰集落を取りあげた。そのうち、集落機能の維持が

困難な集落（大山寺）と、集落機能が比較的維持されて

いる集落（御岳山山上、戸隠中社）の実態をみた。そこ

から、集落機能が維持されている集落では、人口減少社

会下で担い手が限られる中で、住民による「共同管理」

をキーワードとした土地利用管理体制が存在していた。

この「共同管理」は、人・土地・むらの空洞化を止める

ためのひとつのきっかけになり得ると結論づけた。 
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